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　春先、ブナの木の芽吹きの中で、鉄砲打ちの名人、故皆川喜

助氏（大正3.5.22生）が獲物に狙いを定める。長年の経験がこ
の一瞬に凝縮する。�

　皆川さんは奥会津の狩猟集落として知られた只見町旧田子倉

出身、ダム湖底に沈んだ集落には熊やカモシカの集団狩猟をす

る2組のシシヤマ組がかつては存在したが、その一つ白戸組の一
員であった。田子倉には明治20年代までは秋田から旅マタギも
訪れていた。シシヤマの統領をヤマサキといい、サンジン（山

神）を奉戴し、狩猟の全体を指図した。山中での山言葉の使用、

山小屋での作法から、ヤマサキが携帯した巻物には、ナデ（雪

崩除け）の呪文が必ず載るなど、山神に対する強い信仰が認め

られた。�

　皆川さんは田畑、カノ（焼畑）、山菜採りの生業複合の中で、

冬季・春季を狩猟に充てた。岩魚・鱒など川漁の名人でもあっ

た。豪雪地域の山村生活を一身に体現していたといえる皆川さ

んは、2004年春に鬼籍に入られた。狩猟伝承を中心にした自然
と人の交渉史の語り部がまた一人消えてしまった。�
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